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鳥取地震にともtなう愛光現象
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昭和18年3月4日19時13分頃と翌朝5日め 4時50分頃のこ悶鳥取地方を襲った強震に報ぜられた

護光現象が撃者の注意をひき，‘その賞在住につき論じられるやうになってから，ふたi:iJの年数は怒

ってをるけれEも，甲論乙t駁そのいづれであるか決定的結果に立到ってゐなかった。筆者等はこ ι

に思ひを到し，今度とそはその本性を審らかにせんものと調査に嘗ったのであ9 た。

筆者の一人ほ注射輸をもうけたハガキを胸膜各市町村役場及び翠校に還ってその問答を求

めたるとれによって光の方向を矢印を以って園上に描くと第1圏第ヨ園の様になる。第1園は 4日 4

の地震，第2園は 5日の地震によるものである。との周中×印等は後の計算によ D求まった集矢知

聖**木夫*ロロ口、毛西。

である。

以上の箇よ P矢印の集まる黙を求めれば，.そとが護光源と考へられない事もない。従来はとの集

、矢黙を求めるのに目ノ子で求めて居たゃうであるが，ヨえの様註万語を用ゐる時は最小自乗法により

最確勤を求める事が出来る。
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昭和18半3)34日19時。鳥取地震による護先方向第 1圃

*酉締測候所林中央集象塞
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第 2・国 昭和18竿 3J:J 5百5時白鳥取地震による護党方向

第 3園の様主主座標系に於て， p (x， 'y')駄に於ける光を見た方向を矢印で示ナととにしとの矢

印を数撃の言葉で表現ナる必要があるその表現を求めるために，今矢印を合む破線について考へて

第 3園矢 印 、 みる事にナる。破線の方程式は;それがz軸を切名黙を (α，0)， 
F 

1守 J

u Y軸を切る黙を (0，b)とナる時は，
む 、汁ぞ

¥b¥ミ
1ka::9、、与、

す+Jf=1 (1) 

と表現ナる事が出来る。とれをそのま A矢印の表現として採用ナ

る。寅はかうナる事はあま P嘗を得たものと言ふ事は出来たい。
、

何となれぼ，もし矢印が逆方向を向いてゐるとやはPその矢印の表現は前のものと同一に怠るから

である ~.~pち全々性質の異なるものを同ーの表現として代表させるので，あ、ま 9 面白い方法とは言

へない。しかし後で計算をやる時注意じて行ふたらぼ，とれで充分である。
〆'

.'-

(1) 式をも少し簡皐な形に書き直ほナと / 

，、αx+β'y=l、‘ (2)

と.~.tt:

1 ，，_ 1 
α三三一一一 ，，， β 云三.. 
αο  

マ!ある。 、

(2) . It.る、形の方程式は矢印の一つ一つに劃して一つづっ出来る。もし矢印が或る一新に集まるも

，(3) 
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のとずれば，とれ零の破線も同一黙で交はるべきである。よって (2)怒る形の津山の方程式慎一組

の (xoYo)怠るf直によって満足される事比怠る。 ζの (XoYo)を最小自乗法により求める、事にナる。

しかし乍ら集矢黙が二つ以上ある場合は観測黙を群別したければなら訟い。それを判別ナるため

陀第4闘のやうな (α，β}i座標系を考へてみる事にナる。

第 4国 (a，s)θ園 :矢印一つに針し (α，β) は一組しか存在したいから第4園では

一知 p'(α，β)を示ナ事.にたる。F!Pちとの座標系に於ては矢印ぽ・

黙として表現させる事にたるo とれ等の矢印が同一貼に集まる場合

は， α，βの如何に拘らヂ，

¢。α+yoβ二 1 (4) 

が成立しなければたちたい事になり，との式は (α，β)系では一

一つの直線を表現ナる事陀怠る。F!Pち矢印が集まる場合は p'勤は一つの直線上に並ばなければなら

たい。ご芝.... ~~'2.:_ 

かう言ふ性質があるので， 鳥取地震の (α，β)闘を作ってみると，第5闘と第6闘の様になる
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第 5国 昭和18竿 3月4白19時り鳥取地震に主る〈α'，s.)分布
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第 6国昭和18年 3):J5日5時の鳥取地震によるか，s)分 布
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第5圏に引いてある三本の実線は計算の結果求めたものであって【(4)式区相蛍ナるものであるo

とのやうに集失貼は一つで、主主く三つなる事が分った。、第6固ではそれが一本になってをる。とれば

前者ではっき.'!Jと三つに分れたものが後者でははっき !J.と分ける事が出来なかったのであるo

そとで4日の地震/flJよるものは三群に分け 5日の地震によるものは一群に分けて計算ナる事にナ

る。との時座擦は圏中の東西方向を m軸に南北方向を y軸ほ選んだ。

基準方程式は次の様に求められた。

1) 4日の地震第一群 j

JI' 

J 
α〕 a β〕 1J 

¥ 

〔α+0.1222 +0.0707 +1.5340 

Cβ +0.2837 ~0.6210 

:2) 、4日の地震第ご群

α〕 、βコ 1J 

〔α+0.2438 +0.09壬5 +1.8080 

〔β‘ +0.5382 1-0.8450' 

3) 4日の地震第三群
.. 

α〕 β〕 1J 

〔α+0.5016 -1.5458 十1.0壬42

Cβ +6.5941 -5.0483 

.4) 5日の地震

α〕 βコ 、 1J 

〔α十0.3012' -0.1385 ' +2.0080 

Cβ 十0.2620 +0.1920 

， ，とれ等り万程式より (xo~o) の数値並びにその誤差を求めると次の援巴なる。

1) 4日の地震第一群

X1=十25.5213 土;L:~644 、

め=- 0.210生 土0.6985

2) 4~ の地震第二群

:t:: == -!-8.6093 土0.4512

れ=-3.0819‘ 土0.3037
1 

-3) 4日の地震第手群

勾=-16.9054 士1.0190
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Y3~= -lL;!021 '土0.7351

4) 5日の地震

ね=ート14.9089 土0.7136
、{ 、、

Y4= -7.1564 土0.6254 ，/' 

との駄を第1圏，第2圏に×印で示じ，その誤差の範園をそれをゆ必とナる固によづて示した。

とれによると最初の地震の時は鳥取市と六紳川川口沖と日野JWF流域とに主立ってをる。鳥取市に

は高墜線も湿ってを!J， '.方々 で切断されτをる。従ってスパークを見たのであらうと言はれても致v

し:方たい。嘗時筆者等が調査主非常に治世話に・な!J，町寧に断線箇所等教へて頂いた中園配電株式

合枇鳥取支紅工務課長，山本英雄氏の寅際に見られた方向と大僅一致してをる。じかし乍ら海上に

護光黙を有ナるものはどう設明したらよいであらう-か。統計の取り方により海上になったものと言
沌理園臨 ‘ 

下;はれるであらうけれ~:も第5 園の様友欣態にーなってをるので、かう決めたのである。実際海上に見た

人も海蓬に住む人々ρ中には多かったのである。叉日野川下流域のものは米子地方気象室長，平野

烈介技師も見てをられるが，どうして護光したものか不明である。

翌 5日の地震によるものは吉岡と鹿野との聞に集矢黙を有ナる。との時は電燈線断線のためスパ

ークと見紛ふ事は少紅い。しかも住民は前夜の地震で恐れて多く屋外に主主主してゐたのであり，

比較的信用のをけるものではたいであらうか。又一つの黙に集まってをるのも興味深いととであ

る。しかもとの謹はは後に 9月1O日の地震の際二つの断層を生じた。

昭和18年9月10日の大地震による護光現象を端蓄の同答を求めたのであるが，との日は前の地震

の場合と還って雷光と直別ナる事が出来添い欣態にあったので残念乍らと Lでは省略ナる。

以上筆者等は地震に伴ふ護光現象の寅在性を信ヂるものである。
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